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は
じ
め
に

は
じ
め
に

２
０
２
４
年
１
月
１
日
午
後
４
時
10
分
、
石
川

県
能
登
地
方
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
・
６
の
地
震
が
発
生
し
、
広
域
に
わ
た
っ
て
深

刻
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
さ
ら
に
同
年
９
月
の

豪
雨
災
害
も
加
わ
り
、
複
合
的
な
災
害
に
よ
っ

て
、
被
災
地
は
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
る
。

こ
の
災
害
は
、
建
物
や
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
物
的

損
害
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
経
済
や
文
化
、
生
活

基
盤
全
体
に
も
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
。
中
で
も
、

地
域
に
根
ざ
し
た
伝
統
工
芸
で
あ
る
輪
島
塗
産
地

は
、
工
房
や
住
居
の
倒
壊
、
道
具
や
製
品
の
棄

損
、
職
人
の
離
散
に
よ
っ
て
、
生
産
活
動
が
著
し

く
困
難
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
課
題
に
対
し
て
、
筆
者
が
所
属
す
る

富
山
大
学
で
は
、
発
災
直
後
か
ら
支
援
活
動
を
展

開
し
て
き
た
。
な
か
で
も
本
稿
で
は
、
被
災
し
た

漆
器
の
洗
浄
・
記
録
・
保
存
を
通
じ
て
産
地
復
興

の
一
助
と
な
る
「
漆
器
洗
浄
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
活

動
を
取
り
上
げ
る
。
本
活
動
は
、
物
理
的
復
旧
と

は
異
な
り
、
大
学
・
地
域
・
被
災
地
が
連
携
し
、

文
化
振
興
と
災
害
支
援
を
結
び
つ
け
る
新
た
な
実

践
で
あ
る
。

第
１
章　

能
登
半
島
地
震
の
被
害
概
況

第
１
章　

能
登
半
島
地
震
の
被
害
概
況

今
回
の
震
災
で
は
、
奥
能
登
地
域
の
輪
島
市
、

志
賀
町
で
最
大
震
度
７
を
観
測
し
、
複
合
的
な
災

害
が
同
時
多
発
的
に
発
生
し
た
。
震
災
直
後
に
発

生
し
た
輪
島
市
の
大
規
模
火
災
で
は
、
木
造
家
屋

が
集
積
し
た
朝
市
通
り
が
瞬
く
間
に
延
焼
し
た
。

こ
れ
は
観
光
資
源
の
価
値
消
失
の
み
な
ら
ず
、
地

域
の
歴
史
的
景
観
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
を
同
時

に
喪
失
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。
ま
た
、
震
災
に

よ
る
断
水
・
停
電
は
長
期
化
し
、
物
流
の
遮
断
も

相
ま
っ
て
、
医
療
・
福
祉
・
教
育
機
能
の
停
止
が

地
域
住
民
の
生
活
再
建
を
大
き
く
妨
げ
た
。

内
閣
府
が
発
表
し
た
２
０
２
５
年
５
月
13
日
時

点
の
被
害
統
計
に
よ
る
と
、
災
害
関
連
死
を
含
め

５
９
２
名
が
死
亡
し
、
全
壊
は
６
万
５
２
０
０

棟
、
半
壊
・
一
部
損
壊
を
含
め
る
と
合
計
で
16
万

４
６
６
５
棟
の
家
屋
に
被
害
が
お
よ
ん
で
い
る
。

地
震
に
伴
う
地
盤
変
動
と
し
て
は
、
国
土
交
通

省
の
資
料
に
よ
る
と
、
輪
島
市
門
前
で
は
４
・
１

ｍ
の
隆
起
が
観
測
さ
れ
た
ほ
か
、
輪
島
港
周
辺
で

は
港
湾
イ
ン
フ
ラ
の
隆
起
に
よ
り
、
漁
業
の
機
能

が
停
止
し
た
。
地
震
の
余
波
と
し
て
発
生
し
た
多

輪
島
塗
産
地
復
興
に
向
け
た
被
災
地
支
援　

輪
島
塗
産
地
復
興
に
向
け
た
被
災
地
支
援　

―
漆
器
洗
浄
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
に
―

―
漆
器
洗
浄
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
に
―

富
山
大
学 

学
術
研
究
部 

芸
術
文
化
学
系 

准
教
授
　
安
嶋 

是
晴
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数
の
土
砂
災
害
は
、
山
間
部
の
集
落
や
幹
線
道
路

に
深
刻
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
、
孤
立
集
落
の
発
生

お
よ
び
避
難
活
動
の
遅
延
を
引
き
起
こ
し
た
。

さ
ら
に
、
同
年
９
月
21
日
に
発
生
し
た
記
録
的

豪
雨
は
、
震
災
か
ら
の
復
旧
途
中
に
あ
っ
た
仮
設

住
宅
群
や
避
難
所
、
仮
設
工
房
を
再
び
直
撃
し

た
。
土
砂
流
入
や
浸
水
に
よ
り
再
避
難
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
住
民
も
出
る
な
ど
、
二
重
被
災
が
発
生

し
た
。
こ
う
し
た
連
続
的
災
害
は
、
被
災
者
の
心

理
的
・
経
済
的
疲
弊
を
深
刻
化
さ
せ
、
行
政
支
援

の
負
担
を
増
大
さ
せ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
能
登
半
島
地
震
は
物
理
的
破
壊

の
み
な
ら
ず
、
経
済
的
・
社
会
的
基
盤
を
同
時
に

揺
る
が
す
重
層
的
な
災
害
で
あ
っ
た
。
で
は
、
こ
の

災
害
に
よ
っ
て
直
接
的
影
響
を
受
け
た
輪
島
塗
産

業
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
震
災
以
前
か
ら

内
在
し
て
い
た
構
造
的
課
題
も
含
め
て
論
じ
る
。

第
２
章　

輪
島
塗
と
は
何
か

第
２
章　

輪
島
塗
と
は
何
か

輪
島
塗
は
、
石
川
県
輪
島
市
を
中
心
に
発
展
し

て
き
た
漆
器
産
業
で
あ
り
、
単
な
る
伝
統
工
芸
の

枠
を
超
え
、
地
域
の
経
済
・
文
化
・
教
育
・
観
光

の
中
核
的
存
在
で
あ
る
。
輪
島
塗
の
最
大
の
特
徴

は
、
そ
の
製
造
工
程
の
多
さ
と
、
職
人
技
術
の
高

さ
に
あ
る
。
木
地
、
下
地
塗
り
、
上
塗
り
、
加
飾

（
蒔
絵
・
沈
金
）
な
ど
１
２
４
に
も
お
よ
ぶ
工
程

が
、
地
域
内
の
高
度
な
専
門
職
人
に
担
わ
れ
、
産

地
内
で
完
結
す
る
仕
組
み
が
確
立
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
高
度
な
分
業
制
を
支
え
て
き
た
の

が
「
塗ぬ

師し

屋や

制
度
」
で
あ
る
。
塗
師
屋
は
、
製
造

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
デ
ザ
イ
ン
の
設

計
、
販
路
の
開
拓
ま
で
を
一
手
に
担
う
。
い
わ
ば

職
人
集
団
の
統
括
者
で
あ
り
、
産
業
経
営
と
文
化

的
価
値
の
媒
介
者
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き

た
。
こ
の
制
度
は
効
率
性
と
品
質
維
持
を
可
能
に

し
て
き
た
が
、
同
時
に
塗
師
屋
個
人
の
能
力
に
依

存
す
る
脆
弱
性
も
内
包
す
る
。

ま
た
輪
島
塗
は
、
文
化
庁
か
ら
重
要
無
形
文
化

財
の
指
定
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
技
術
自
体
が
文

化
財
と
し
て
保
護
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
経
済
産

業
省
の
伝
統
的
工
芸
品
の
指
定
も
受
け
て
お
り
、

文
化
的
価
値
と
経
済
的
価
値
の
両
面
を
併
せ
持

つ
。
特
に
、
何
層
に
も
塗
り
重
ね
た
塗
膜
と
華
美

な
加
飾
を
備
え
た
輪
島
塗
は
「
堅
牢
優
美
」
と
表

現
さ
れ
、
国
内
外
の
需
要
者
か
ら
高
い
評
価
を
得

て
お
り
、
日
用
品
や
茶
道
具
、
神
事
具
な
ど
の
実

用
品
の
ほ
か
、
高
級
美
術
品
な
ど
の
製
品
も
あ
る
。

一
方
で
、
い
く
つ
か
の
産
業
構
造
的
な
課
題
も

顕
在
化
し
て
い
る
。
ま
ず
高
度
な
分
業
体
制
は
、

特
定
の
工
程
が
担
い
手
不
足
に
陥
っ
た
場
合
に
全

体
の
製
造
プ
ロ
セ
ス
が
機
能
不
全
に
陥
る
と
い
う

リ
ス
ク
を
は
ら
ん
で
い
る
。
特
に
木
地
師
や
下
地

職
人
な
ど
、
生
産
の
基
盤
を
支
え
る
工
程
の
担
い

手
が
減
少
し
て
お
り
、
産
地
一
体
型
モ
デ
ル
が
崩

壊
す
る
懸
念
も
あ
る
。

次
の
課
題
は
、
販
路
構
造
の
変
化
で
あ
る
。
か

つ
て
は
行
商
や
百
貨
店
、
店
頭
で
の
販
売
が
主
流

で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
イ
ン
テ
リ

ア
シ
ョ
ッ
プ
、
さ
ら
に
ネ
ッ
ト
販
売
や
海
外
輸
出

な
ど
、
新
た
な
販
路
へ
の
対
応
が
急
務
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
伝
統
的
生
産
体
制
は
柔
軟
性
に

乏
し
く
、
市
場
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
応
え
る
新
商

品
開
発
や
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
後
継
者
育
成
と
教
育
の
課
題
が
あ

る
。
国
内
最
高
の
漆
芸
技
術
を
学
ぶ
石
川
県
立
輪

島
漆
芸
技
術
研
修
所
で
は
、
年
間
10
名
以
上
の
研

修
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
が
、
修
了
後
に
輪
島
に

定
着
し
実
際
に
職
人
と
し
て
働
き
続
け
る
割
合
は

必
ず
し
も
高
く
な
い
。
理
由
と
し
て
は
、
産
地
の

衰
退
や
収
入
の
不
安
定
さ
、
作
業
環
境
の
厳
し
さ

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
輪
島
塗
は
高
度
に
制
度
化
さ

れ
た
産
業
で
あ
る
一
方
、
担
い
手
減
少
と
市
場
変

化
、
制
度
疲
労
と
い
う
構
造
的
課
題
を
有
し
て
い

た
。
こ
れ
ら
の
課
題
は
震
災
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ

て
い
た
も
の
で
あ
り
、
地
震
に
よ
る
物
的
損
壊
と

人
的
流
出
に
よ
っ
て
一
気
に
顕
在
化
し
た
。

輪島塗産地復興に向けた被災地支援 ―漆器洗浄ボランティアを中心に―
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第
３
章　

輪
島
塗
の
被
害
状
況

第
３
章　

輪
島
塗
の
被
害
状
況

今
回
の
震
災
や
水
害
で
は
、
輪
島
塗
産
地
は
生

産
設
備
、
人
材
、
流
通
の
す
べ
て
の
面
に
お
い
て

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
朝
市
通
り
の
火
災
で

は
、
13
の
漆
器
事
業
所
が
、
生
産
販
売
拠
点
に
加

え
、
商
品
在
庫
、
製
作
道
具
、
製
品
記
録
な
ど
を

一
瞬
に
失
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
所
は
、
地
域
の

生
産
・
販
売
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
核
を
成
し
て
い

た
た
め
、
単
体
の
事
業
所
被
害
に
と
ど
ま
ら
ず
、

産
地
全
体
の
事
業
者
に
影
響
す
る
も
の
で
あ
る
。

朝
市
通
り
以
外
で
も
、
市
内
全
域
の
職
住
一
体

型
工
房
の
被
害
も
甚
大
で
あ
っ
た
。
多
く
の
工
房

で
は
、
職
人
の
自
宅
兼
作
業
場
が
損
壊
し
た
こ
と

で
、
作
業
環
境
の
再
建
は
困
難
を
極
め
て
い
る
。

特
に
初
期
工
程
で
あ
る
木
地
や
下
地
工
程
を
担
っ

て
い
た
工
房
で
は
、
設
備
や
原
材
料
が
失
わ
れ
、

機
能
の
回
復
が
長
期
化
し
た
。

人
材
面
で
も
、
輪
島
塗
従
事
者
の
多
く
が
高
齢

で
あ
る
こ
と
が
復
旧
・
復
興
を
困
難
に
し
て
い

る
。
住
宅
の
倒
壊
や
イ
ン
フ
ラ
の
寸
断
に
よ
り
一

部
の
職
人
は
市
外
や
県
外
避
難
を
選
択
し
、
産
地

か
ら
人
材
が
流
出
し
、
高
齢
の
職
人
の
廃
業
が
相

次
い
だ
。
若
年
層
の
職
人
に
も
、
雇
用
不
安
や
報

酬
減
少
の
影
響
が
大
き
く
、
産
業
か
ら
の
離
脱
が

懸
念
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

石
川
県
輪
島
漆
芸
美
術
館
お
よ
び
輪
島
漆
芸
技

術
研
修
所
と
い
っ
た
文
化
・
教
育
拠
点
で
も
、
建

物
の
一
部
損
壊
お
よ
び
イ
ン
フ
ラ
の
断
絶
に
よ

り
、
長
期
間
の
機
能
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

研
修
所
で
は
水
道
や
照
明
が
復
旧
せ
ず
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
継
続
が
困
難
と
な
り
、
卒
業
予
定
者

の
進
路
に
も
影
響
が
生
じ
た
。
こ
う
し
た
教
育
イ

ン
フ
ラ
の
停
止
は
、
単
な
る
一
時
的
な
中
断
で
は

な
く
、
若
手
育
成
の
循
環
が
断
た
れ
る
こ
と
で
、

長
期
的
な
人
材
確
保
に
深
刻
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
。

一
方
で
、
公
的
な
支
援
策
と
し
て
、
国
の
仮
設

工
房
の
整
備
や
道
具
・
原
材
料
を
支
援
す
る
伝
統

的
工
芸
品
産
業
支
援
補
助
金
、
石
川
県
の
生
業
再

建
支
援
補
助
金
の
給
付
が
実
施
さ
れ
、
産
地
再
建

へ
の
一
定
の
足
が
か
り
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
被
災
状
況
も
一
律
で
は
な
く
、
各
事
業
者
の

復
旧
進
度
に
は
大
き
な
格
差
が
生
じ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
輪
島
塗
産
地
の
被
害
は
、
物

理
的
施
設
の
損
壊
と
い
っ
た
直
接
的
な
要
因
に
加

え
、
人
材
の
流
出
、
教
育
機
関
の
機
能
停
止
、
支

援
制
度
の
不
均
衡
と
い
っ
た
多
層
的
課
題
と
し
て

顕
在
化
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
震
災
以
前
か
ら
内

在
し
て
い
た
構
造
的
脆
弱
性
が
、
災
害
と
い
う
外

的
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
一
気
に
露
呈
し
た
も
の
と

も
言
え
る
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、
こ
の
状
況
を
受

け
て
富
山
大
学
が
ど
の
よ
う
に
支
援
を
展
開
し
、

文
化
的
・
人
的
資
源
の
保
全
と
再
生
に
取
り
組
ん

だ
の
か
を
論
じ
る
。

第
４
章

第
４
章　　

��

輪
島
塗
の
復
興
支
援
と
洗
浄

輪
島
塗
の
復
興
支
援
と
洗
浄��

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

輪
島
塗
産
地
の
復
興
に
向
け
て
、
筆
者
が
所
属

す
る
富
山
大
学
で
は
災
害
直
後
か
ら
多
角
的
な
支

援
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。
特
に
象
徴
的
な
取
り

組
み
は
、
輪
島
塗
の
漆
器
洗
浄
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

あ
る
。
本
活
動
の
出
発
点
は
、
地
震
発
生
後
に
輪写真１　瓦礫から救出された漆器
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島
市
の
事
業
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
瓦
礫
に
埋
ま

り
、
泥
や
雨
水
に
ま
み
れ
た
漆
器
を
何
と
か
救
い

た
い
」
と
い
う
要
望
に
あ
っ
た
（
写
真
１
）。
こ
れ

に
対
し
て
筆
者
は
、
富
山
大
学
の
学
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
他
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
地
域
住
民
に
協
力
を
呼

び
か
け
、
洗
浄
支
援
の
体
制
構
築
に
着
手
し
た
。

２
０
２
４
年
５
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
は
、
週

１
回
の
ペ
ー
ス
で
現
地
に
訪
問
し
、
仮
設
工
房
の

野
外
ガ
レ
ー
ジ
で
洗
浄
活
動
を
行
っ
た
。
瓦
礫
の

中
か
ら
運
び
出
さ
れ
た
漆
器
は
、
い
ず
れ
も
汚

損
・
破
損
の
度
合
い
が
異
な
り
、
個
別
の
対
応
が

必
要
と
な
っ
た
。
参
加
者
は
、
学
生
や
教
職
員
が

中
心
で
あ
っ
た
（
写
真
２
）。

し
か
し
、
８
月
以
降
は
公
費
解
体
工
事
の
影
響

で
、
屋
外
で
は
粉
塵
が
舞
う
状
況
の
た
め
、
漆
器

約
１
万
点
を
大
学
近
く
の
富
山
県
高
岡
市
内
の
公

共
施
設
へ
搬
送
し
、
屋
内
で
の
作
業
に
移
行
し

た
。
高
岡
は
能
登
か
ら
の
移
動
が
比
較
的
容
易

で
、
さ
ら
に
古
く
か
ら
工
芸
産
業
が
盛
ん
な
地
域

で
あ
り
、
洗
浄
作
業
の
地
理
的
・
文
化
的
に
好
適

な
条
件
を
備
え
て
い
た
。

活
動
全
体
で
は
、
２
０
２
４
年
５
月
か
ら
２
０

２
５
年
３
月
ま
で
の
期
間
に
41
日
間
作
業
を
行

い
、
延
べ
５
９
４
人
（
学
生
、
教
職
員
、
地
域
住

民
）
が
参
加
し
た
。
洗
浄
工
程
は
、
①
運
搬
、
②

洗
浄
、
③
拭
き
取
り
、
④
検
品
、
⑤
記
録
、
⑥
梱

包
と
い
う
流
れ
で
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

記
録
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
将
来
的
な
修
復
や
返
却

に
備
え
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
同
時
に
構
築
し
た

（
図
）。

本
活
動
の
特
徴
と
し
て
特
筆
す
べ
き
は
、
そ
の

市
民
参
加
型
の
性
格
で
あ
る
。
特
に
高
岡
で
は
、

物
理
的
な
力
作
業
や
専
門
的
知
識
を
前
提
と
し
な

い
活
動
設
計
と
す
る
こ
と
で
、
被
災
地
に
直
接

赴
く
こ
と
が
難
し
い
者
で
も
支
援
に
参
加
で
き

る
「
誰
も
が
関
わ
れ
る
機
会
の
提
供
」
が
実
現
さ

れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
支
援
活
動
が
地
域
に
お
け

る
文
化
的
関
心
や
共
感
を
喚
起
し
、
支
援
す
る
側

に
と
っ
て
も
「
学
び
」
と
「
つ
な
が
り
」
の
場
と

な
っ
た
。
活
動
は
口
コ
ミ
で
広
が
り
、
当
初
４
～

５
人
で
実
施
し
て
い
た
洗
浄
作
業
は
、
３
月
に
は

１
日
40
人
程
度
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
写

真
３
、
写
真
４
・
次
ペ
ー
ジ
）。

加
え
て
、
洗
浄
作
業
の
合
間
に
は
、
輪
島
塗
の

輪島塗産地復興に向けた被災地支援 ―漆器洗浄ボランティアを中心に―

保管場所から作業場所へ漆器を移動

たらいに水を張り、2～3度洗い
（汚れの酷いものには食器用洗剤を使用）

乾いた布で水気を拭き取る

形状による分類や傷などの確認

運搬

洗浄

拭き取り

検品

記録

梱包 漆器が傷つかないように新聞紙で梱包

個数や寸法などのデータを記録、写真撮影

図　漆器洗浄作業のプロセス

写真２　現地・屋外での洗浄作業（２０２４年６月８日）
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理
解
を
深
め
る
時
間
を
設
け
る
な
ど
、
実
践
と
教

育
を
結
び
つ
け
た
点
で
も
本
活
動
は
高
い
教
育
的

意
義
を
有
し
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
参
加
学
生

が
災
害
・
文
化
・
地
域
社
会
の
相
互
関
係
を
主
体

的
に
理
解
す
る
場
と
も
な
っ
た
。

な
お
、
富
山
大
学
に
よ
る
支
援
は
漆
器
洗
浄
に

と
ど
ま
ら
ず
、
輪
島
市
深
見
町
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
支
援
（
地
域
行
事
の
支
援
、
学
生
の
イ
ン
ス

タ
ン
ト
ハ
ウ
ス
へ
の
描
画
）、
未
完
成
品
漆
器
の

活
用
、
高
岡
市
伏
木
地
区
で
の
地
域
計
画
策
定
な

ど
、
広
域
的
か
つ
多
面
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
大
学
と
い
う
中
立
的
か
つ
専

門
性
を
有
す
る
主
体
だ
か
ら
こ
そ
可
能
な
も
の
で

あ
り
、
被
災
地
支
援
に
お
け
る
高
等
教
育
機
関
の

役
割
を
実
証
す
る
取
り
組
み
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
洗
浄
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
、
文
化
財
的
視
点
、
教
育
的
視
点
を
統
合
す
る

実
践
で
あ
り
、
輪
島
塗
の
創
造
的
復
興
に
お
け
る

一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な
っ
た
。
次
章
で
は
、
こ

う
し
た
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
輪
島
塗
産
業
の
今

後
の
復
興
に
向
け
た
課
題
と
政
策
的
提
言
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

第
５
章

第
５
章　　

��

今
後
の
輪
島
塗
の
復
興
に

今
後
の
輪
島
塗
の
復
興
に��

向
け
た
課
題
と
提
案

向
け
た
課
題
と
提
案

輪
島
塗
の
復
興
に
向
け
て
は
、
従
来
の
枠
組
み

に
依
存
し
た
「
原
状
回
復
型
」
で
は
限
界
が
あ

る
。
む
し
ろ
震
災
を
契
機
と
し
て
、
産
地
全
体
の

構
造
改
革
と
再
編
、
そ
し
て
将
来
世
代
へ
の
継
承

を
見
据
え
た
「
創
造
的
復
興
」
を
志
向
す
る
必
要

が
あ
る
。
本
章
で
は
、
４
つ
の
観
点
か
ら
論
じ
る
。

第
１
に
、
人
材
育
成
と
就
労
環
境
の
整
備
で
あ

る
。
輪
島
塗
産
地
は
高
齢
化
が
進
行
し
て
お
り
、

震
災
に
よ
る
職
人
の
離
職
や
移
住
に
よ
り
、
技
能

継
承
の
断
絶
が
懸
念
さ
れ
る
。
輪
島
漆
芸
技
術
研

修
所
を
核
と
し
た
若
手
職
人
育
成
の
強
化
に
加

え
、
修
了
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
（
就
労
マ
ッ

チ
ン
グ
、
家
賃
補
助
、
地
域
移
住
支
援
等
）
が
重

要
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
向
け
の
短

期
研
修
制
度
の
導
入
や
、
地
域
企
業
と
の
業
務
共

有
の
仕
組
み
も
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

第
２
に
、
市
場
の
再
構
築
で
あ
る
。
震
災
支
援

で
一
時
的
に
販
売
協
力
が
あ
っ
た
も
の
の
、
将
来

に
向
け
た
新
た
な
チ
ャ
ネ
ル
構
築
が
急
務
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
に
よ
る
直
販
体

制
の
構
築
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
見
越
し
た
体

験
型
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
が
求
め
ら
れ
る
。

地
域
内
外
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
異
業
種
と
の
コ
ラ
ボ

写真４　高岡・屋内での洗浄作業（２０２５年3月２日）

写真3　高岡・屋内での洗浄作業（２０２５年１月２1日）
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レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
新
商
品
の
企
画
も
、
有
効
な

販
路
拡
大
戦
略
と
な
る
。
こ
の
点
で
、
地
域
金
融

機
関
で
あ
る
信
用
金
庫
は
、
地
元
事
業
者
と
の
日

常
的
な
接
点
を
持
つ
と
い
う
利
点
を
活
か
し
、
販

路
開
拓
支
援
や
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
の
提
供
、
設
備

投
資
に
対
す
る
融
資
・
助
成
の
窓
口
と
し
て
機
能

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

第
３
に
、
災
害
に
強
い
生
産
体
制
と
イ
ン
フ
ラ

の
再
設
計
で
あ
る
。
分
業
構
造
の
特
性
上
、
特
定

工
程
が
停
止
す
る
と
全
体
の
生
産
が
停
止
す
る
リ

ス
ク
が
高
い
。
よ
っ
て
、
各
工
程
の
代
替
拠
点
の

整
備
、
共
同
設
備
の
導
入
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
可
視
化
と
再
構
成
が
不
可
欠
で
あ
る
。
併
せ

て
、
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
策
定
支
援
、

災
害
リ
ス
ク
分
散
の
た
め
の
事
業
所
分
散
化
、
産

地
間
連
携
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
過
程
で

も
金
融
的
な
支
援
が
鍵
と
な
る
。
単
な
る
融
資
で

は
な
く
、
リ
ー
ス
や
信
用
保
証
な
ど
多
様
な
金
融

メ
ニ
ュ
ー
の
提
示
が
期
待
さ
れ
る
。

第
４
に
、
産
学
官
民
金
の
連
携
体
制
の
構
築
で

あ
る
。
個
別
の
支
援
は
多
様
に
展
開
さ
れ
て
い
る

が
、
各
支
援
主
体
の
役
割
が
断
片
的
で
あ
る
。
産

業
支
援
・
ま
ち
づ
く
り
・
福
祉
な
ど
、
分
野
横
断

的
な
統
合
的
支
援
体
制
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
産
地
内
の
関
係
者
、
自
治
体
、
大

学
、
専
門
家
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
加
え
、
信
用
金
庫

な
ど
地
域
金
融
機
関
が
参
加
す
る
合
議
体
を
設
置

し
、
戦
略
的
・
継
続
的
な
支
援
方
針
を
立
案
・
実

施
す
る
枠
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
輪
島
塗
産
地
の
復
興
は
、
多

分
野
の
連
携
と
構
造
転
換
を
伴
う
中
長
期
的
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
産
地
の

当
事
者
、
支
援
主
体
、
政
策
担
当
者
が
共
通
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
実
行
可

能
な
戦
略
を
段
階
的
に
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
核
に
、
地
域

と
共
に
歩
む
信
用
金
庫
の
参
画
が
不
可
欠
で
あ
る
。

お
わ
り
に

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
輪
島
塗
産

地
の
被
害
と
、
そ
れ
に
対
す
る
富
山
大
学
に
よ
る

洗
浄
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
中
心
と
し
た
復
興
支

援
の
実
践
を
報
告
し
、
さ
ら
に
創
造
的
復
興
に
向

け
た
提
言
を
提
示
し
た
。
輪
島
塗
は
、
単
な
る
地

域
産
業
で
は
な
く
、
文
化
的
・
歴
史
的
価
値
を
併

せ
持
ち
、
地
域
社
会
そ
の
も
の
と
密
接
に
関
わ
る

存
在
で
あ
る
。
そ
の
産
業
基
盤
が
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
こ
と
は
、
単
な
る
経
済
的
損
失
を
超
え

て
、
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
文
化
の
継
承

に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

漆
器
洗
浄
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
た
支
援
活
動

は
、
被
災
現
場
で
の
即
応
的
な
応
急
対
応
で
あ
る

と
同
時
に
、
文
化
財
と
し
て
の
工
芸
品
を
扱
う
新

た
な
災
害
支
援
モ
デ
ル
と
し
て
社
会
的
意
義
を
有

し
て
い
た
。
ま
た
、
学
生
・
地
域
住
民
・
教
職
員

と
い
っ
た
多
様
な
主
体
が
参
加
す
る
こ
と
で
、
市

民
参
加
型
の
復
興
支
援
が
い
か
に
社
会
的
共
感
の

喚
起
に
寄
与
す
る
か
を
実
証
的
に
示
し
た
。

今
後
の
輪
島
塗
復
興
で
は
、
人
的
資
源
の
再

生
、
販
路
の
再
設
計
、
防
災
性
の
高
い
生
産
基
盤

の
構
築
、
そ
し
て
多
主
体
に
よ
る
持
続
的
な
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の

中
で
、
大
学
や
行
政
、
文
化
団
体
に
加
え
、
地
域

に
根
差
し
た
信
用
金
庫
の
果
た
す
役
割
は
非
常
に

大
き
い
。
資
金
面
で
の
支
援
だ
け
で
な
く
、
産
地

全
体
の
経
営
・
事
業
継
続
に
寄
与
す
る
中
間
支
援

機
能
を
担
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

最
後
に
、
本
稿
が
提
起
し
た
課
題
と
方
策
は
、

輪
島
塗
に
限
ら
ず
、
日
本
各
地
の
伝
統
工
芸
産
業

が
災
害
や
人
口
減
少
な
ど
の
構
造
的
リ
ス
ク
に
直

面
す
る
中
で
、
共
有
可
能
な
知
見
が
含
ま
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
も
被
災
地
に
お
け
る
文

化
と
経
済
の
再
構
築
に
向
け
た
実
践
を
継
続
し
、

各
地
の
地
域
資
源
が
持
続
可
能
な
形
で
継
承
さ
れ

る
よ
う
、
学
術
と
現
場
の
連
携
を
深
化
さ
せ
て
い

き
た
い
。

輪島塗産地復興に向けた被災地支援 ―漆器洗浄ボランティアを中心に―


